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　　　　　　　　　　12 月度スケジュール
　★第１ 　卓話　 　　　　 ★第２ 　年次総会

　★第３　 忘年例会　 　　　　　　　

　

■点鐘

■国歌斉唱

■四つのテスト唱和

■ロータリーソング「奉仕の理想」

■インターアクトの歌

■ご来訪者紹介並びに会長挨拶

■幹事報告

■今週のお祝い

■委員会報告

■親睦活動委員会・ニコニコ披露

■卓話　小島　啓民さん

■点鐘

本日のプログラム

12月の結婚・誕生・入会祝い

　ロータリーは
分かちあいの心
2007～2008年度ＲＩテーマ

1. 真実かどうか

2.みんなに公平か

3.好意と友情を深めるか

4.みんなのためになるかどうか

四つのテスト

Nagasaki  West  Rotary   Club
　         第 1108回 例会記録　平成19年11月27日

長崎西ロータリークラブ週報
200 7～ 2 0 0 8 年度  ＮＯ 19

〔結婚祝〕山口圭一さん　深堀俊一さん　三宅敏彦さん　渡邉修志さん

〔誕生祝〕 平山寿則さん　三田光雄さん　高橋市郎さん　中野　敏さん

〔入会祝〕　23年宮原増幸さん　23年島崎義忠さん　9年徳安　恂さん

　　5年北口功幸さん　　2年寺坂基幸さん

 

　　　　〔結婚祝〕　

　　　寺坂基幸さん　　

　　　川瀬隆史さん

　                      米山奨学生チョン・ソッホ君が、出島ロータリークラブで出前卓話「留学

　　　　　　　　　　　　生活と釜山の紹介」をしてくれましたので感謝状が届きました。

　同伴して頂いた金丸会員ご苦労様でした。今日は耳鼻科シリーズで「耳垢」のお話をします。

　長崎ではジュル耳と呼ばれるウエット型とドライ型があり、人類は元来ウエット型が優勢で東アジア

　以外では圧倒的にウエット型です。長崎大学医学部遺伝学研究グループは、この遺伝形式を解明し

　注目されてます。中国奥地の人に大昔突然変異がおこりドライ型が生まれ、朝鮮半島経由で日本に渡り

　日本人の７割はドライ型になりました。「たかが耳垢」というなかれ、乳癌、直腸癌との遺伝子の関連、

　抗癌剤の利き目の個人差などとの関連が推定されるに至り「されど耳垢」となりました。

　長崎西校の生物部の諸君は、文部化学省の中高校生理科離れ対策の「スーパー高校生事業」の一環で

　研究に協力し、高校生ながら日本遺伝学会で発表する栄誉を得ました。西校の卒業生の会員は、後輩

　を誇りにして下さい。耳鼻科医として気になるのは女性の清潔過敏症ともいうべき耳垢の取り過ぎです。

　風呂上がりに毎日綿棒で耳掃除をする人には、耳の皮膚に備わっている防御機構が崩れ、カビが生え

　易くなります。中年女性は、カビや耳垢を清掃する耳の治療が性感帯を刺激するような気持ちになる

　らしく「そこそこ！もっと！」と所望する人もいます。耳処置料２５０円で耳鼻科医の貞操を売る訳

　にはゆきませんのでわざと痛い治療をします。「美人の膝枕で耳掃除」は男性にとっても憧れですが、

　耳掃除は　程々に！

幹事報告
 

例会変更並びに休会のお知らせ

《変更》　東長崎ＲＣ　12/11(火)年次総会及び忘年例会の為　18時30分～肥前屋

　長崎北ＲＣ　12/17(月)忘年例会の為　18時～　会楽園

《休会》　長崎北ＲＣ　12/31(月)　東長崎ＲＣ　12/25・1/1(火)

委員会報告 親睦活動(山口委員長)  

中央クリニック

院長　森　信興会員

「禁煙について」

①クラブ会報による年賀を募集しています。

　1口3000円はニコニコの財源となりますので、

　御協力よろしくお願い致します。

②忘年例会を12月 18日(火)18時 30分から

　ホテルニュー長崎地下1階にて開催致します。
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長崎西ロータリークラブ
Nagasaki West Rotary Club
　　会　長　　江上　徹也
　　幹　事　　牧　　文春
創立：昭和 59 年 10 月 2 日 1984/OCT2

例会：【 火 】午後１２時３０分
ホテルニュー長崎 095-826-8000
事務局：長崎市籠町4-28第２カンコービル

Tel:095-828-1091 Fax:095-824-5520
URL:http://www.nwrc2740.jp/
e-mail:　nwrc2740@ngs2.cncm.ne.jp

　　　　　　市内ロータリークラブ例会曜日・例会場

月　長崎北　ホテルニュー長崎　　 長崎中央 　ベストウェスタン　
　　　　　　　 　　　　　　　　プレミアホテル長崎
火　東長崎　長崎卸センター
水　長崎南　ホテルグラバーヒル 長崎北東 　長崎厚生年金会館
木　長崎　　ホテルニュー長崎 長崎琴海 　パサージュ琴海
金　長崎東　サンプリエール　 長崎出島 　ホテルニュー長崎

発　刊　長崎西ロータリークラブ　　発刊日　毎週火曜日（翌例会日）
構　成 クラブ奉仕　クラブ会報委員会
委　員 森　信興　石橋　均　栗原博志　劉　済昌　馬場政徳
編　集 中田久美子（事務局）

2007-08年度目標　1,800,000円　11/27現在　ニコニコ累計590,600円

田中克憲さん 96歳で天寿を全うしました。母の告別式には御多忙の中、ご会葬頂きまして、誠に有難う
ございました。

中野　敏さん 先日の父の葬儀には、お忙しい中多数ご会葬頂き、ありがとうございました。
四元永生さん チャーリー田中時代の写真、昔はいい男だったのですネ！キャバレーミカド時代(東京)と

思います。当時のホステスさんにもてた話、ウソではなかったのですネ！
三田光雄さん 齋藤学長先生、「大学の窓から」有難うございました。11/23長大学園祭「突風」のヨサコイ

に若さと元気を頂きました。ニコニコします。
松石六雄さん　結婚記念日自祝。
勝野博文さん 23日にステキなお花をありがとうございました。家内がとても喜んでおりました。

11/27 発行号は、抜歯の得意な人気ドラマー田中克憲さんでした。

　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　  　  　 　

                                                   ポリオ撲滅に2億米ドルを投入

国際ロータリー（ＲＩ）は今日、ビル・アンド・メリンダ・ゲイツ財団と協同して、ポリオ撲滅の世界的な

キャンペーンに必要とされる2億米ドルを投入することを発表しました。アフリカ、アジア、中東各地の子ど

もたちはいまだにポリオによる身体まひに苦しみ、世界中の子どもたちがこの病の脅威にさらされています。

ゲイツ財団から1億米ドルの補助金を受領したロータリー財団は、今後3年間にこれと同額の資金を調達する

ための募金活動を行っていくことになります。ロータリーは、世界ポリオ撲滅推進計画（ＧＰＥＩ）における

予防接種活動を直接支援するために、今後1年以内に、最初の1億米ドルを投入していく予定です。ＧＰＥＩ

とは、ＲＩと世界保健機関（ＷＨＯ）、アメリカ疾病対策センター（ＣＤＣ）、ユニセフが協同して主導する

活動です。最初の1億米ドルの大半は、ポリオ感染国での大規模な予防接種活動、ポリオウイルスの監視活動、

地域社会での教育と広報活動の支援に充てられます。この補助金はまた、ポリオウイルス拡大阻止のための

研究支援にも充てられる予定です。ロータリーはこの資金を、ＷＨＯとユニセフへの補助金を通じて支給します。

詳細は、ＲＩのウェブサイト

    http://www.rotary.org/ja/MediaAndNews/News/Pages/071120_news_gannounce.aspx
または「ロータリージャパン」

   http://www.rotary.or.jp/rotary_news/2007_11_27_polio.html  をご覧ください。

ロータリーの友・インターネット速報

 

　　　　「エリザベート　ハプスブルク家最後の皇女」

　　　　　　　　　　　　　　　塚本哲也著　文芸春秋刊　　高木宏隆
保守的なフランツ・ヨーゼフ皇帝(1830-1916)は、ドイツの鉄血宰相ビスマルクと宥和外交に終始
する。苛立つ皇太子ルドルフ。保守の皇帝は革新の皇太子を自殺(1889情死)へと追い詰める。
歴史はルドルフの主張と見通しが的中した事を裏付ける結果になる。物語はここから始まり、激動の
ヨーロッパとハプスブルク家の崩壊が生き生きと描写されています。余話も多く、例えば若き日の
ヒトラー(17歳-24歳)は生地ウィーンで絵の勉強をしていた事。ウィーンで名を成した大フロイトは、

迫り来るナチの恐怖に四人の姉妹の出国を誘うが拒絶される。後四人の姉妹はガス室で死亡。
イギリスに亡命したフロイトは一年半後に死去。弔辞を読んだのは、先に亡命していた世界的名著
「人類の星の時間“みすず書房　片山敏彦訳”」を書いたツヴァイクだという。
(この本の紹介は「ザルツブルクの小径　“小塩節著　知恵の森文庫”」が素晴らしい。わずか６頁です。)
この物語の主人公は皇太子ルドルフの一人娘エリザベート(1883-1963)です。(フランツ・ヨーゼフの
妃エリザベートにあらず)　著者塚本哲也の愛読書の一冊は「シューベルト“喜多尾道冬著　朝日新聞社

(諸君)2007/10 月号　私の３冊より”」だそうですが、エリザベートの生涯が波瀾万丈で、
あたかも「冬の旅」を旅する一人の女性として抒情的に描かれているという印象を
私は持ちました。第24回大宅壮一ノンフィクション賞もむべなるかな。

 

 
 

　写真募集中！！

 


